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平成 年の学習指導要領改訂にともない，武道については「その学習を通じて我が国固有の

伝統と文化に，より一層触れることができるよう指導の在り方を改善する」としている。しか

し，武道の経験がない教員にとっては，指導方法の改善は進んでいないのが現状である。特に，

専門的な武道の経験がない教員にとって，生徒たちに武道の特性に触れさせる指導を行うのは

大変難しいことである。そこで，その課題を解決するためには，外部の教育資源であるゲスト

ティーチャーを活用することが重要であると考える。本研究では，保健体育科の学習指導にゲ

ストティーチャーを活用した授業を分析・考察することによって，今後の保健体育科教育にお

けるゲストティーチャーの活用の仕方について検討した。
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問題の所在と研究の目的

文部科学省（ ）は我が国固有の伝統と文化

への理解を深める観点から平成２４年からの武道

必修化の方針を打ち出した。このことにより各中

学校では，武道の学習に力を入れることになり，

中学校１・２年生が全員武道に触れることになっ

た。

また，武道の学習ではこれまで「剣道」，「柔道」

「相撲」の三種目から選択して学習することにな

っていたが，新たに学校や地域の実態に応じて，

「空手道」，「なぎなた」，「弓道」，「合気道」，「少

林寺拳法」，「銃剣道」など我が国固有の伝統と文

化により一層触れることができるようにすること

と示された。

日本には，誇るべき武道の文化がある。この文

化を教育の中で取り上げ，指導することにより心

と体を磨き，人間としてあるべき姿を学ばせるこ

ととなる。

そのためには，武道の特性に触れてもらうよう

な学習にすることが何よりも重要である。

また，平成２０年改訂の学習指導要領の課題に

ついて，中央審議会答申（ ）では，学習した

ことを相手に分かりやすく伝えること等に課題が

あること，運動する子供とそうでない子供の二極

化傾向が見られること，子供の体力について低下

傾向に歯止めが掛かっているものの，体力水準が

高かった昭和６０年ごろと比較すると，依然とし

て低い状況が見られることなどの指摘がある。ま

た，一般的に体育の授業では，学習目標の対象と

される中間層の約７割の生徒は，適切な指導が行

われることによって学習効果が見込める。しかし，

運動能力が低い生徒，体力がない生徒，運動が不

得意な生徒は，学習に対する意欲がない場合が多

く学習について行けないことがある。そのため，

学習活動に参加できなかったり具体的な活動を行

うことができなかったりする状況である。このよ

うな状況を教師が把握していても全体の指導だけ

で学習活動が進み，その生徒たちに対する具体的

な指導まで手が回らない状況である。

また，逆に運動能力が高く学習する種目の経験

があり得意な生徒は，教師が設定している学習目

標をすでに達成している場合が多く，そのような
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生徒には指導の目が行き届かなかったり，さらに

高い技能を伸ばすための適切な指導を受けられな

かったりすることがほとんどであり，学習保証の

観点からすれば懸念される状況である。

そして，そのような課題を解決する方法はほと

んど研究されていない。

そこで，武道の学習においてその特性に触れさ

せるために地域で活動している指導者等を活用し

て武道のもつ教育的な意義にしっかりと触れさせ，

学ばせることで上記の課題に対する解決の糸口が

見えてくるものと考える。

本研究では，空手道の学習指導において教育活

動の質を高め，より効果的な学習を展開するため

に地域で活動している指導者等をどのように活用

すればより多くの生徒が武道の特性に触れること

ができ学習効果が得られるのかを明らかにする。

さらに，ゲストティーチャー（以下ＧＴ）を活

用することによるメリットとデメリットを明らか

にして今後のＧＴを活用した授業を行いやすくす

るための方法や工夫を提案したい。

研究の方法

本研究では，平成２４年度中学校教頭としての

勤務時に福岡市立の中学校第１学年に実施した武

道（空手道）の授業実践について，ゲストティー

チャー（以下ＧＴ）の活用という視点から分析と

考察を行う。

研究の内容

以下の点について分析・考察を行うことによっ

てＧＴとして活用する方法などについて検討する。

（１）ティームティーチング（以下ＴＴ）によ

る指導について

（２）ＧＴとの事前打ち合わせについて

（３）指導計画の立案について

（４）ＧＴとの授業前の打ち合わせについて

（５）ＧＴの指導について

（６）ＧＴによる評価について

（７）授業実践の計画

（８）実践の具体と分析

研究の実際

（１）ＴＴによる指導について

本研究におけるＧＴの活用は，ＴＴによる指導

形態の一つである。そこで，ＴＴによる指導とは，

複数の指導者が役割を分担し，協力し合いながら

指導する方法のことであり，指導者一人ひとりの

個性を活かした組織的な指導体制である。

（２）ＧＴとの事前打ち合わせについて

本研究では，二人のＧＴに協力を依頼し，授業

に指導者として参加していただいた。地域で空手

道を指導されているＡ氏とＡ氏の弟子であるＢ氏

である。Ａ氏に協力を依頼したところ，Ｂ氏にそ

の内容が伝わり二人で指導に参加していただくこ

とになった。事前の打ち合わせとして以下の点に

ついて確認も含め具体的に行った。

① 事前打ち合わせの時期と場所

② これまでの指導経験

③ 現在の生徒の実態

④ 授業の決まりと指導者としての心得

⑤ 指導目標（目指す生徒の姿）

⑥ 単元計画の概要説明

⑦ 指導可能な日程の確認と調整

（３）指導計画の立案について

指導計画の立案方法については，保健体育科の

教員がリードしなければならない。しかし，保健

体育科の教員が空手道の経験者か未経験者かによ

って大きく違ってくる。

① 教員が経験者の場合

自ら取り組んできた内容を元に初心者や技能

レベルに応じて学習内容と活動内容を計画するこ

とができる。この場合は，ＧＴとの打ち合わせの

際に調整する程度で指導計画を決定することがで

きる。

② 未経験者の場合

ＧＴとの事前打ち合わせの際に，生徒の実態や

経験のある生徒の数等を伝え指導内容の検討を行

うことになる。初めて取り組む場合は，指導時間

数を伝え，ＧＴの指導経験等を元に指導内容とそ

の内容を理解し習得するための時間数を検討しな

ければならない。そして，指導計画を教員が立案

し，再度ＧＴとすり合わせをして決定していかな

ければならない。

本研究では，経験者が立案し，指導をＴ１とし

て進めた。

（４） ＧＴとの授業前の打ち合わせについて

毎回の授業前の打ち合わせについては，ＧＴの

日程を優先し，以下のことに配慮して行った。

ア 打ち合わせのための日程調整

イ 打ち合わせ場所の確認・調整

ウ 指導内容・方法・場所の説明・確認

エ ＧＴからの要望などの確認

（５）ＧＴの指導について

本研究では，武道の特性および本質に触れるこ

とをより多く経験させることを目指し，安全面に
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生徒には指導の目が行き届かなかったり，さらに

高い技能を伸ばすための適切な指導を受けられな

かったりすることがほとんどであり，学習保証の

観点からすれば懸念される状況である。

そして，そのような課題を解決する方法はほと

んど研究されていない。

そこで，武道の学習においてその特性に触れさ

せるために地域で活動している指導者等を活用し

て武道のもつ教育的な意義にしっかりと触れさせ，

学ばせることで上記の課題に対する解決の糸口が

見えてくるものと考える。

本研究では，空手道の学習指導において教育活

動の質を高め，より効果的な学習を展開するため

に地域で活動している指導者等をどのように活用

すればより多くの生徒が武道の特性に触れること

ができ学習効果が得られるのかを明らかにする。

さらに，ゲストティーチャー（以下ＧＴ）を活

用することによるメリットとデメリットを明らか

にして今後のＧＴを活用した授業を行いやすくす

るための方法や工夫を提案したい。

研究の方法

本研究では，平成２４年度中学校教頭としての

勤務時に福岡市立の中学校第１学年に実施した武

道（空手道）の授業実践について，ゲストティー

チャー（以下ＧＴ）の活用という視点から分析と

考察を行う。

研究の内容

以下の点について分析・考察を行うことによっ

てＧＴとして活用する方法などについて検討する。

（１）ティームティーチング（以下ＴＴ）によ

る指導について

（２）ＧＴとの事前打ち合わせについて

（３）指導計画の立案について

（４）ＧＴとの授業前の打ち合わせについて

（５）ＧＴの指導について

（６）ＧＴによる評価について

（７）授業実践の計画

（８）実践の具体と分析

研究の実際

（１）ＴＴによる指導について

本研究におけるＧＴの活用は，ＴＴによる指導

形態の一つである。そこで，ＴＴによる指導とは，

複数の指導者が役割を分担し，協力し合いながら

指導する方法のことであり，指導者一人ひとりの

個性を活かした組織的な指導体制である。

（２）ＧＴとの事前打ち合わせについて

本研究では，二人のＧＴに協力を依頼し，授業

に指導者として参加していただいた。地域で空手

道を指導されているＡ氏とＡ氏の弟子であるＢ氏

である。Ａ氏に協力を依頼したところ，Ｂ氏にそ

の内容が伝わり二人で指導に参加していただくこ

とになった。事前の打ち合わせとして以下の点に

ついて確認も含め具体的に行った。

① 事前打ち合わせの時期と場所

② これまでの指導経験

③ 現在の生徒の実態

④ 授業の決まりと指導者としての心得

⑤ 指導目標（目指す生徒の姿）

⑥ 単元計画の概要説明

⑦ 指導可能な日程の確認と調整

（３）指導計画の立案について

指導計画の立案方法については，保健体育科の

教員がリードしなければならない。しかし，保健

体育科の教員が空手道の経験者か未経験者かによ

って大きく違ってくる。

① 教員が経験者の場合

自ら取り組んできた内容を元に初心者や技能

レベルに応じて学習内容と活動内容を計画するこ

とができる。この場合は，ＧＴとの打ち合わせの

際に調整する程度で指導計画を決定することがで

きる。

② 未経験者の場合

ＧＴとの事前打ち合わせの際に，生徒の実態や

経験のある生徒の数等を伝え指導内容の検討を行

うことになる。初めて取り組む場合は，指導時間

数を伝え，ＧＴの指導経験等を元に指導内容とそ

の内容を理解し習得するための時間数を検討しな

ければならない。そして，指導計画を教員が立案

し，再度ＧＴとすり合わせをして決定していかな

ければならない。

本研究では，経験者が立案し，指導をＴ１とし

て進めた。

（４） ＧＴとの授業前の打ち合わせについて

毎回の授業前の打ち合わせについては，ＧＴの

日程を優先し，以下のことに配慮して行った。

ア 打ち合わせのための日程調整

イ 打ち合わせ場所の確認・調整

ウ 指導内容・方法・場所の説明・確認

エ ＧＴからの要望などの確認

（５）ＧＴの指導について

本研究では，武道の特性および本質に触れるこ

とをより多く経験させることを目指し，安全面に

特に配慮しながら以下の点を中心に指導にかかわ

っていただいた。

① 態度・知識に関すること

礼法と所作について

② 技能に関すること

・立ち方と姿勢について

・突きと蹴りの基本的な動きについて

・形の行い方について

（６）ＧＴによる評価について

本研究では，毎時間の指導の後に打ち合わせの

時間を設定し生徒に関する評価と教員の指導に関

する評価をいただいた。生徒に関する評価は，態

度や技能に関することを共有し，その後の指導に

活かすように努めた。また，教員の指導に関する

評価については，指導の仕方やポイントについて

アドバイスをいただいた。

（７）授業実践

本研究では，平成 年 月 日に福岡市立

中学校で行った授業をもとに考察・検討を行う。

なお，本項においては指導の詳細を示すために

学習指導案を提示する。

【学習指導案】

実践校・実践学級

福岡市立中学校 第１学年１・２組 名

実施日

平成 年 月 日（水）第５校時

単元とその指導について

「武道」空手道 本時 時間

指導観
武道は，我が国固有の文化であり，その中のひ

とつである空手道は，かつて琉球王国であった沖
縄県に古くから伝わっていた「手」（ティ－）と
いう武術が，中国から伝わった中国武術の影響を
受けて独自の発展をしたものである。空手道は，
本来人間のもつ安全の欲求を充足させること，す
なわち害意を持った相手から身を護る自己防衛動
作を発祥の起源としている。“空手に先手なし”
という空手道固有の考え方，行動の仕方がこれを
示している。

また，空手道は，相手の動きを想定した基本動
作と高度な技能を組み合わせて構成された｢形｣
と，相対する二人が相手の動きに応じて互いに自
由に攻め合い，攻防の技能を競い合う「組手」が
ある。そして，性別・年齢を問わず個人の体力に
応じて誰でも行うことができ，一人でも，限られ
た狭い場所でも練習できるため，多くの人にとっ
て，生涯にわたって実践しやすい内容を持ってい
る。さらに，空手道の運動・動作には，左右を均
等に使用する動きが多いため，身体全体をバラン
スよく発達させる効果があり，調整力（敏捷性，
平衡性，柔軟性）の向上や筋持久力・全身持久力
などを養うことができる。また，格闘技形式の競
技特有の勇気，決断力などを養うことができる。

練習や試合では，相手を尊重する態度，礼儀，公
正な態度を養うことができる。これらの特性をも
つ空手道は，心身ともに発達の著しい中学生期に
おいては非常に意義深い教材である。
本学級の生徒は，男女ほぼ同数で，仲がよく，

活動的であり保健体育の学習にも積極的に取り組
んでいる。リーダーは，男女ともに意識が高く，
生徒会活動等にも積極的に関わっている。また，
学習規律も正しく守れており，チャイム着席（３
分前黙想）や学習ノート（空手道）の提出状況も
大変良い。本学級の生徒男女６１名の授業前アン
ケート調査の結果から，空手道の「経験者」は８
人で１３．１％であり，予想以上に多い。また，
「空手道の授業を受けてみたいか」については「ぜ
ひ受けてみたい」と「受けてみたい」を合わせる
と４０名で６５．６％であり，授業を受けること
に対する期待が高く，空手道に対して興味・関心
があることが伺えた。一方，「武道に関するイメ
ージ」では７７の回答（重答）があり，５３．２％
（４１）が「痛い」，「苦しい」，「戦い」など
のマイナスメージである。また，「空手道に関す
るイメージ」では７０の回答（重答）があり，６
２．９％（４４）が「なぐる・ける」，「痛い」
「素手・裸足」などのマイナスメージである。プ
ラスイメージでは，「強い」，「男子」，「自分
の身を守る」などがあった。これらのことから生
徒の多くは，武道に対して痛みや苦しみをともな
うスポーツであるというイメージをもっているこ
とがわかった。
本単元では，我が国固有の文化である武道の伝

統的な行動の仕方や考え方を理解するととも
に，相手の動きに応じた基本動作や基本となる技
を身に付けるとともに，基本形を習得し練習や競
技形式で発表できるようにすることで勝敗を競い
合う楽しさや喜び，礼儀作法などを学ばせること
をねらいとしている。
そのためにまず，オリエンテーションを行い，

武道・空手道の歴史や特性，学習の仕方を理解さ
せる。ここでは，個人ノートを活用し，学習目標，
授業の約束事項，空手道の歴史・特性などを説明
し理解させる。その際，礼法の意義・行い方を丁
寧に指導し，納得して行うように配慮する。
次に，立ち方，受け・突きなどの基本動作を習

得させる。ここでは，各基本の技を解説し，全体
で一斉に繰り返し練習させる。その際，地域指導
者と連携し，各技能の行い方や習得のために必要
な支援をしていただく。
さらに，二人一組になり受けから突きの約束組

手を学習させる。その際，約束組手の始めと終わ
りは必ず「お願いします」，「ありがとうござい
ました」の立礼をさせる。そして，突きが相手に
あたってもケガしないように，拳にタオルを巻か
せることによって安全に配慮する。

最後に，基本形を身につけ，団体形の発表会を

行わせる。その際，まず基本形のビデオを視聴さ

せ，視覚的に基本形のイメージを持たせる。ここ

では，全体で繰り返し練習し，習得させる。その

際，地域指導者と連携し，形の行い方や習得のた
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めに必要な動きの解説など支援をしていただく。そ 康・安全に気を配ろうとしている。

して，団体形（基本形）の発表会を行わせ，学習の ○ 課題に応じた練習方法を工夫したり，技を身に

まとめとする。ここでは，三人一組でチームを組み， 付けるための運動の行い方のポイントを見つけたり

演武の体型を考えさせ，競技会形式の発表会を行わせ することができる。

る。その際，全員に演武と審判をさせることにより， ○ 技ができる楽しさや喜びを味わい，相手の動き

団体形を見る視点を養わせる。 に応じた基本動作や基本となる技を身に付けて個人

目標 形を演武することができる。

○ 空手道に積極的に取り組むとともに，相手を尊重 ○ 空手道の歴史や特性，伝統的な考え方や礼法，

し，伝統的な行動の仕方を行おうとしたり，分担した 技の名称や行い方などがわかる。

役割を果たそうとしたりする。また，活動を通して健

単元計画

関：関心・意欲・態度 思：思考・判断 技：技能 知：知識・理解

段

階

学習活動・内容 配

時

○主な手だて 評価規準

導

入

１ 空手道の歴史・特性や

学習の仕方を学習する。

・空手道の歴史や特性

・学び方や約束事項

２ 空手道に必要な基本動

作を学習する。

・立ち方

・突き

・受け

・移動の仕方（前屈立）

１

２

○ 歴史・特性や礼法の意義につ

いて，理解させるために，ポイ

ントをおさえて説明する。

○ ペアで互いの動きを確認した

り，教え合ったりして練習させ

る。

○ 動きを身につけさせるために

最初は力の抜いてスローで動き

を確認させる。

関：伝統的な行動の仕

方を正しく受け止

め，守ろうとして

いる。

知：空手道の歴史や特

性について理解し

ている。

技：正確な基本動作が

できる。

関：安全を確かめて活

動している。

展

開

３ 身につけた基本動作を

使って約束組手を行わせ

る。

・突きの受け

・受けから突き

３ ○ 身につけた基本動作を実際の

技にできるかペアで学習し確認

させる。

○ 基本動作を実際の技にできる

ためにペアでポイントを考えさ

せる。

技：相手の動きに応じ

て，基本動作がで

きる。

思：身につけた基本動

作を約束組手に使

うためのポイント

を２つ以上挙げる

ことができる。

ま

と

め

本時

４ 身につけた技能 受けや

突き を用いて個人形を学

習する。

・技のポイント

・演武前後の動作や礼

・発表会の行い方

５ 団体形 基本形 の発表

会を行う。

３

１

○ 自分の課題を解決するために

教師のアドバイスや学習プリン

トを用いて練習方法を工夫させ

る。

○ 身につけた技能や知識を実感

させるために，それぞれの演武

のよさを発表させる。

技：身につけた技能を

使い，個人形を演

武できる。

思：団体形の演武のよ

かった点や改善点

をあげることがで

きる。
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めに必要な動きの解説など支援をしていただく。そ 康・安全に気を配ろうとしている。

して，団体形（基本形）の発表会を行わせ，学習の ○ 課題に応じた練習方法を工夫したり，技を身に

まとめとする。ここでは，三人一組でチームを組み， 付けるための運動の行い方のポイントを見つけたり

演武の体型を考えさせ，競技会形式の発表会を行わせ することができる。

る。その際，全員に演武と審判をさせることにより， ○ 技ができる楽しさや喜びを味わい，相手の動き

団体形を見る視点を養わせる。 に応じた基本動作や基本となる技を身に付けて個人

目標 形を演武することができる。

○ 空手道に積極的に取り組むとともに，相手を尊重 ○ 空手道の歴史や特性，伝統的な考え方や礼法，

し，伝統的な行動の仕方を行おうとしたり，分担した 技の名称や行い方などがわかる。

役割を果たそうとしたりする。また，活動を通して健

単元計画

関：関心・意欲・態度 思：思考・判断 技：技能 知：知識・理解

段

階

学習活動・内容 配

時

○主な手だて 評価規準

導

入

１ 空手道の歴史・特性や

学習の仕方を学習する。

・空手道の歴史や特性

・学び方や約束事項

２ 空手道に必要な基本動

作を学習する。

・立ち方

・突き

・受け

・移動の仕方（前屈立）

１

２

○ 歴史・特性や礼法の意義につ

いて，理解させるために，ポイ

ントをおさえて説明する。

○ ペアで互いの動きを確認した

り，教え合ったりして練習させ

る。

○ 動きを身につけさせるために

最初は力の抜いてスローで動き

を確認させる。

関：伝統的な行動の仕

方を正しく受け止

め，守ろうとして

いる。

知：空手道の歴史や特

性について理解し

ている。

技：正確な基本動作が

できる。

関：安全を確かめて活

動している。

展

開

３ 身につけた基本動作を

使って約束組手を行わせ

る。

・突きの受け

・受けから突き

３ ○ 身につけた基本動作を実際の

技にできるかペアで学習し確認

させる。

○ 基本動作を実際の技にできる

ためにペアでポイントを考えさ

せる。

技：相手の動きに応じ

て，基本動作がで

きる。

思：身につけた基本動

作を約束組手に使

うためのポイント

を２つ以上挙げる

ことができる。

ま

と

め

本時

４ 身につけた技能 受けや

突き を用いて個人形を学

習する。

・技のポイント

・演武前後の動作や礼

・発表会の行い方

５ 団体形 基本形 の発表

会を行う。

３

１

○ 自分の課題を解決するために

教師のアドバイスや学習プリン

トを用いて練習方法を工夫させ

る。

○ 身につけた技能や知識を実感

させるために，それぞれの演武

のよさを発表させる。

技：身につけた技能を

使い，個人形を演

武できる。

思：団体形の演武のよ

かった点や改善点

をあげることがで

きる。

（８）実践の具体と分析

① 授業分析

本研究では，以下の３点から実践の具体を取り

上げ分析を行った。

ア 教員の指導

今回初めて取り組む武道「空手道」の指導におい

てＴ１として全体を把握するために他の教員やＧ

Ｔ二人と連携しコミュニケーションを図りながら

指導を進めた。また，生徒の実態を把握するために

学習ノートを活用し，コメント記入などを毎回全

生徒に対して行った。さらに，授業前後の打ち合わ

せを行い，指導内容や指導方法について意見交換

などを積極的に行ないながら中心となって指導を

行った。

ＧＴの活用については，教員が技の動きについ

て説明をしているときに生徒の前で実際の動きで

説明の補助をしてくれたことや生徒の実態と指導

の内容や方法が適切であるかを把握する際に状況

の変化や指導の効果などについて意見を出してい

ただいたことが有効であった。

イ ＧＴによる指導

まず初めに，生徒の実態の把握や中学校の保健

体育の学習に対する理解を深めていただくために

状況を説明し，共有することを心掛けた。

次に，空手道に必要な基礎・基本の動作である

「突き」，「蹴り」の指導において技能的な内容を重

点的に指導していただいた。その際，個人や各チー

ムに対して「立ち方」や動きのポイントを生徒に分

かりやすく説明するために，できるだけ動作を示

しながら指導に当たるようにお願いした。

さらに，「形」の指導においては，各個人の基本

動作を正確に行わせることと合わせてチームで学

び合わせることを配慮して指導していただいた。

ＧＴの指導については、生徒の実態を観察し把

握するまではほとんど行われていなかったが，実

態を把握してからは個やチームに応じた指導を随

所に行っており，効果的であった。特に，武道の特

性に触れ，「立ち方」，「突き」，「蹴り」などの基礎・

基本の動作の習得には有効であり，正確な技を早

く体得させることができた。また，「形」の指導に

おいては，技と技のつながりを意識して指導して

おり短時間で「形」を演武できるように指導できた

ことは注目すべきことである。

ウ 生徒の活動

空手道の学習に対しては，初めて取り組む生徒

がほとんどであり興味や関心が高く，毎回の授業

において積極的に活動する生徒がほとんどであっ

た。また，動きがわからない生徒や間違った動作を

している生徒に対しては，机間指導を行っている

ＧＴが素早く気づき丁寧な指導を行うことができ

効率的であった。

積極的に活動する生徒が多く，興味・関心も高い

ので動きの理解や基本動作の習得が早かった。ま

た，生徒同士が仲が良いのでペアやグループでの

学習もスムーズに進み，チームで団体形の発表を

することができた。このことは，毎回の授業でＧＴ

が基礎・基本の動作をしっかり観察し，粘り強く丁

寧に指導していたので「技」の習得が早かったのだ

と考えられる。

５ 考察

（１）授業全般を通して

ＧＴを活用することによって，生徒の知識・技能

の習得が早く，学習目標を早く・高く達成すること

ができた。

専門的な知識・技能を有する複数のＧＴによる

指導により，運動を不得意とする生徒にも丁寧な

指導で分かりやすく教えることができた。また，空

手道の経験があり技能的に高い生徒にはさらに高

いレベルの技能を指導するなど日頃の指導ではな

かなか手が回らないところを十分に指導してもら

うことができていた。このことにより空手道の特

性に触れさせることができ全体的に学習効果があ

がった。

（２） 基礎・基本の動作の習得において

「立ち方」，「突き」，「蹴り」，「受け」は，正しい

動作の習得が必要である。そのためには，正しい動

作で繰り返し反復練習することが必要となる。そ

こで基礎・基本の動作を習得させるために，まず，

一斉指導を行った。その際，ＧＴに模範演技をして

もらう。その後，「突き」，「蹴り」，「受け」の技の

解説をしてもらった。そして生徒に実際に各技を

繰り返し行わせた。ＧＴには，机間巡視を何度も行

なってもらい，間違った動きをしている生徒や身

体の動かし方が理解できていない生徒に個別指導

を徹底していただいた。

次に，ペアやグループに分かれて生徒同士で基

礎・基本の動作を見合わせ，気づいたことやアドバ

イスを伝え合う場を設定した。その際もＧＴに巡

回指導してもらいながら各技の習得を目指させた。

このような指導を繰り返し生徒の「つまずき」の

解消を図る指導を続けた。このことにより生徒た

ちは，空手道の特性としての身体の使い方や力の

入れ方等を少しずつ理解し，基礎・基本の動作を習

得していった。
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また，教員もその指導の仕方を間近で見ること

によって自分の基礎・基本の動作を振り返るとと

もに，その後の指導に役立ており教員自身の指導

力を伸ばすことができていたようである。

（３） 形の指導において

形競技には，団体戦及び個人戦がある。各チーム

は，３名から構成される（全日本空手道連盟，空手

競技規定，平成 年 月 日）こととなってお

り本実践では，個人形と団体形の２つを学習内容

とした。

形の指導において大切なことは，正確な技を行

うことと各技を順番通りにつなげる動きを習得さ

せることである。

まず，はじめにＧＴに模範演技をしてもらった。

そのことで形演武の美しさや力強さ・ダイナミッ

クさ等を実感させ，形習得への意欲や興味・関心を

喚起させた。

形の指導においては，個人形に対する指導と団

体（グループ）形に対する指導の二つが考えられる。

【個人形に対する指導の場合】

正確な基本動作の行い方を指導するとともに，

技と技のつながりに関する指導が主な指導内容で

あった。

【団体（グループ）形に対する指導の場合】

主に３人から４人でグループを作り，団体形と

して指導し，発表会で演武することを意識して指

導にあたった。その際，技を正確に行うことと合わ

せて，全員で形を行う速さや次の技に入るタイミ

ングを合わせることを意識して指導にあたってい

ただいたことが効果的であった。

（４） 形の発表会において

形の発表会においては，団体（グループ）形と

してのまとまり具合を見て指導・助言していた

だいた。その際，団体（グループ）形としての技

の正確性，演武のスピードの一致，発声による気

合いの表現などを総合的に判断して指導・助言

していただいた。

（５）今後のゲストティーチャーを活用した授業

について

①ＧＴ活用の目的

今回の学習指導要領改訂の基本方針の前文に

「社会に開かれた教育課程」の実現を目指すこと

とある。そして，その実現のために，それぞれの学

校において，必要な学習内容をどのように学び，ど

のような資質・能力を身に付けられるようにする

かを教育課程において明確にしながら，社会との

連携及び協働によりその実現を図っていく，「社会

に開かれた教育課程」の実現が重要になることと

示している。このことから，校区や地域の人材を活

用して学校教育を充実させることはとても重要な

ことといえる。したがって，ＧＴを活用して教育効

果をあげることは今回の学習指導要領の実施にお

いても引き続き重要なことである。

また，保健体育科の学習においては，運動する子

供とそうでない子供の二極化傾向が課題としてあ

げられている。この運動しない子供をどうやって

指導するのかが課題である。この運動をしない子

供や運動を不得意とする子供を懇切丁寧に指導す

る必要がある。そこで教師による指導プラスＧＴ

を活用した指導を行い教育効果をあげることが有

効であると考える。

さらに，運動が得意な子供の場合，教師の指導に

おいて早い段階で学習目標や課題解決が達成でき

ていることが多い。そのような場合は，ＧＴの専門

性を活かしてさらに高いレベルの目標や課題に挑

戦させることが必要である。

このように，学習目標の対象とされる約７割の

生徒は，学習効果が見込める。しかし，運動が不得

意な生徒や得意な生徒は指導の目が行き届かなか

ったり，適切な指導を受けられなかったりするこ

とが懸念される。このような，運動が不得意な生徒

や得意な生徒にも適切な指導をするためにＧＴを

活用することは大変重要であると考える。

② ＧＴの発掘・選定・依頼について

中学校で学習する運動種目に対して教員が専門

的な知識や技能を有していないものについては積

極的に外部の地域人材等を活用する工夫をしたほ

うが生徒の学習内容の理解や習得において有効で

あることは容易に判断できるが，誰をＧＴとして

活用すればよいのかは難しい問題である。

常日頃より地域やスポーツ関係組織・団体（連

盟・協会）に関心を持ちＧＴとして活用できる人材

を発掘していかなければならない。その際，教育委

員会やスポーツ関係組織・団体に人材バンクとし

て登録制度がある場合があるのでそこに問い合わ

せることが賢明である。また，ＰＴＡの役員や各部

活動の保護者から情報を集めることも有効な情報

となりえることも多い。

ＧＴを選定し依頼する場合，まず，保健体育の学

習で取り組みたい内容等を説明しＧＴの意向を確

認しなければならない。そのうえでどのような授

業への協力が可能かや学校教育に対する理解が得

られるかを確認しなければならない。
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また，教員もその指導の仕方を間近で見ること

によって自分の基礎・基本の動作を振り返るとと

もに，その後の指導に役立ており教員自身の指導

力を伸ばすことができていたようである。

（３） 形の指導において

形競技には，団体戦及び個人戦がある。各チーム

は，３名から構成される（全日本空手道連盟，空手

競技規定，平成 年 月 日）こととなってお

り本実践では，個人形と団体形の２つを学習内容

とした。

形の指導において大切なことは，正確な技を行

うことと各技を順番通りにつなげる動きを習得さ

せることである。

まず，はじめにＧＴに模範演技をしてもらった。

そのことで形演武の美しさや力強さ・ダイナミッ

クさ等を実感させ，形習得への意欲や興味・関心を

喚起させた。

形の指導においては，個人形に対する指導と団

体（グループ）形に対する指導の二つが考えられる。

【個人形に対する指導の場合】

正確な基本動作の行い方を指導するとともに，

技と技のつながりに関する指導が主な指導内容で

あった。

【団体（グループ）形に対する指導の場合】

主に３人から４人でグループを作り，団体形と

して指導し，発表会で演武することを意識して指

導にあたった。その際，技を正確に行うことと合わ

せて，全員で形を行う速さや次の技に入るタイミ

ングを合わせることを意識して指導にあたってい

ただいたことが効果的であった。

（４） 形の発表会において

形の発表会においては，団体（グループ）形と

してのまとまり具合を見て指導・助言していた

だいた。その際，団体（グループ）形としての技

の正確性，演武のスピードの一致，発声による気

合いの表現などを総合的に判断して指導・助言

していただいた。

（５）今後のゲストティーチャーを活用した授業

について

①ＧＴ活用の目的

今回の学習指導要領改訂の基本方針の前文に

「社会に開かれた教育課程」の実現を目指すこと

とある。そして，その実現のために，それぞれの学

校において，必要な学習内容をどのように学び，ど

のような資質・能力を身に付けられるようにする

かを教育課程において明確にしながら，社会との

連携及び協働によりその実現を図っていく，「社会

に開かれた教育課程」の実現が重要になることと

示している。このことから，校区や地域の人材を活

用して学校教育を充実させることはとても重要な

ことといえる。したがって，ＧＴを活用して教育効

果をあげることは今回の学習指導要領の実施にお

いても引き続き重要なことである。

また，保健体育科の学習においては，運動する子

供とそうでない子供の二極化傾向が課題としてあ

げられている。この運動しない子供をどうやって

指導するのかが課題である。この運動をしない子

供や運動を不得意とする子供を懇切丁寧に指導す

る必要がある。そこで教師による指導プラスＧＴ

を活用した指導を行い教育効果をあげることが有

効であると考える。

さらに，運動が得意な子供の場合，教師の指導に

おいて早い段階で学習目標や課題解決が達成でき

ていることが多い。そのような場合は，ＧＴの専門

性を活かしてさらに高いレベルの目標や課題に挑

戦させることが必要である。

このように，学習目標の対象とされる約７割の

生徒は，学習効果が見込める。しかし，運動が不得

意な生徒や得意な生徒は指導の目が行き届かなか

ったり，適切な指導を受けられなかったりするこ

とが懸念される。このような，運動が不得意な生徒

や得意な生徒にも適切な指導をするためにＧＴを

活用することは大変重要であると考える。

② ＧＴの発掘・選定・依頼について

中学校で学習する運動種目に対して教員が専門

的な知識や技能を有していないものについては積

極的に外部の地域人材等を活用する工夫をしたほ

うが生徒の学習内容の理解や習得において有効で

あることは容易に判断できるが，誰をＧＴとして

活用すればよいのかは難しい問題である。

常日頃より地域やスポーツ関係組織・団体（連

盟・協会）に関心を持ちＧＴとして活用できる人材

を発掘していかなければならない。その際，教育委

員会やスポーツ関係組織・団体に人材バンクとし

て登録制度がある場合があるのでそこに問い合わ

せることが賢明である。また，ＰＴＡの役員や各部

活動の保護者から情報を集めることも有効な情報

となりえることも多い。

ＧＴを選定し依頼する場合，まず，保健体育の学

習で取り組みたい内容等を説明しＧＴの意向を確

認しなければならない。そのうえでどのような授

業への協力が可能かや学校教育に対する理解が得

られるかを確認しなければならない。

③ 学習の目的・目標の共有について

ＧＴが専門とする種目の経験やその種目に関す

る指導経験を聞き取り，保健体育の学習において

どのような目的や目標で指導するのかを丁寧に説

明しなければならない。この説明を十分に行わな

いと単なる技術指導だけに終わってしまうので注

意しなければならない。

④ 指導の仕方や生徒との関わり方について

生徒への指導の仕方については，特に丁寧に行

わなければならない。配慮を要する生徒は特に正

確に伝え，連絡ミスがないようにしなければなら

ない。

また，指導の仕方として日頃教員が心がけてい

る内容について分かりやすく説明し理解を促さな

ければならない。例えば，名前の呼び方「～さん」

やできるだけからだや衣服に触れないように言葉

で分かりやすく説明するなどが必要である。

⑤ 授業指導終了後について

指導に関する個人的な内容について授業終了後

は，一切口外しないという守秘義務について説明

し，理解していただかなければならない。

６ 考察にもとづく展望

以上のような考察にもとづき保健体育の学習指

導にＴＴの指導形態を取り入れることによるメリ

ット，デメリットを次のように考える。

・メリット

① 複数の指導者が関わることで生徒の多様な実

態を把握することができる。

② 指導者一人一人の特性や専門性が生徒の学習

活動に活かせる。

③ 多様な学習活動を仕組むことができ，生徒の実

態に応じた指導ができる。

④ 個や集団に対してきめ細やかな指導ができる

とともに評価資料を集めることができる。

・デメリット

① 複数の指導者が関わることで個々の意識が依

存的になりやすく，生徒への働きかけが停滞す

る可能性がある。

② Ｔ２となった指導者の意識が低いと生徒の補

助や管理だけに終始する場合もある。

③ 指導者の意識が低いと指導目標の共有化が希

薄となり，その場限りの指導や対応になる場合

がある。

また，ＧＴを招いて指導を行う場合のメリット，

デメリットを次のように考える。

・メリット

① 保健体育科の教員が有していない専門的な知

識や技能について指導することができる。

② 教員が生徒と共に学習を深め，教員の指導力が

向上する。

③ ＧＴの専門的な知識や技術・技能を学ぶことに

よってその特性に触れることができ，生徒の学

習意欲が喚起される。

・デメリット

① 学校での指導に関する共通理解や生徒の実態

を共有するために打ち合わせをする時間が必

要となる。

② 時間割などの教育課程をＧＴの予定で変更す

ることが難しく，日程調整にかかる課題がある。

③ 依頼するＧＴによっては，予算が発生する場

合もある。

そこで，武道における学習指導については，専

門的な経験を有する教師も限られ，加えて活動

場面での重篤な事故が発生する可能性もあり，

学校現場における武道の学習指導については慎

重かつ綿密な指導計画を立案する必要がある。

そこで，ＧＴを取り入れ，活用する学習指導の

流れや留意事項をまとめ，提案すると次のよう

になる。

（１）ＧＴの発掘・選定・依頼

指導する運動種目のＧＴを選定するため

にその種目の競技団体である県・市・町・村

の連盟や協会へ連絡して指導者の要請をす

る。その際，校区在住の指導者や学校の近隣

の方を考慮して推薦してもらう。

（２）学習指導計画の立案

リーダーとなる保健体育科教師が学習計

画を立案し，学習目標・活動内容等を十分に

協議し，学習目標の共有化を図る。その際，

生徒の実態を共有し，無理のない計画にす

ることが重要である。

・学習資料や学習ノートの準備

・活動場所の整備

・学習教材や用具の準備 等

（３）オリエンテーション

これからの学習への意欲や興味・関心を

喚起するとともに，学習の決まりや活動の

流れを理解させる。

・ＧＴによる模範演技
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・ＩＣＴ機器を活用した映像の活用

（４）学習活動

活動内容によって，多様な指導の仕方を

工夫し，取り入れる。

〇安全面に配慮した指導の仕方

・指導者の配置（Ｔ１，Ｔ２，ＧＴ１，

ＧＴ２・・・）

・柔軟な学習形態の活用（一斉，ペア，グ

ループ，個別）

・活動場面での共通の指導事項の確認

〇個々の習熟度に応じた指導の仕方

・習熟度別グループ編成

・個人抽出による指導

〇評価場面での指導の仕方

・スキルチェック

・話し合い活動の様相チェック

・記述内容のチェック

毎時間ごとに，指導者のミーティングを

行い，次時の活動に活かすことが大切であ

る。

（５）評価活動

各指導者が役割分担して評価資料を収集

する。

・観点別評価

・総括的な評価

ＧＴには，武道の特性に照らし合わせて技能に

関する評価だけではなく３つの観点から評価して

いただかなければならない。そのためには３つの

観点を丁寧に説明し，評価活動に協力していただ

くようにしなければならない。

７ 成果と課題

（１）成果

本研究では，ＧＴを活用することによって生徒

が武道の特性に触れ，基礎・基本の技を正確に早く

習得することに有効であることが示唆された。

また，ＧＴの指導の仕方を教員も見ることによ

って，専門的な内容の理解と指導の仕方が深まっ

た。

そして，ＧＴを活用することによって，運動の不

得意な生徒も武道の学習に興味・関心を持ち，技能

を習得したり，特性に触れさせたりすることがで

きた。

さらに，運動の得意な生徒もより高い目標を設

定し取り組ませることができた。

（２）課題

本研究における課題としては，ＧＴの発掘・選定

が難しく，依頼に時間がかかり，事前の準備に労力

を要するため，保健体育科の教員がＧＴを活用し

た指導を断念することになる。そのようなことに

ならないようにするために常日頃より地域やスポ

ーツ関係組織・団体（連盟・協会）に関心を持ちＧ

Ｔとして活用できる人材を発掘していかなければ

ならない。その際，教育委員会やスポーツ関係組

織・団体に人材バンクとして登録制度がある場合

があるのでそこに問い合わせることが賢明である

ことを周知することも必要である。

また、ＧＴとの打ち合わせの時間設定や指導計

画の作成と共有をどのように進めるかが課題とな

る。

さらに，指導内容や方法の共有と評価活動をど

こまで依頼するかが課題として挙げられる。
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・ＩＣＴ機器を活用した映像の活用

（４）学習活動

活動内容によって，多様な指導の仕方を

工夫し，取り入れる。

〇安全面に配慮した指導の仕方

・指導者の配置（Ｔ１，Ｔ２，ＧＴ１，

ＧＴ２・・・）

・柔軟な学習形態の活用（一斉，ペア，グ

ループ，個別）

・活動場面での共通の指導事項の確認

〇個々の習熟度に応じた指導の仕方

・習熟度別グループ編成

・個人抽出による指導

〇評価場面での指導の仕方

・スキルチェック

・話し合い活動の様相チェック

・記述内容のチェック

毎時間ごとに，指導者のミーティングを

行い，次時の活動に活かすことが大切であ

る。

（５）評価活動

各指導者が役割分担して評価資料を収集

する。

・観点別評価

・総括的な評価

ＧＴには，武道の特性に照らし合わせて技能に

関する評価だけではなく３つの観点から評価して

いただかなければならない。そのためには３つの

観点を丁寧に説明し，評価活動に協力していただ

くようにしなければならない。

７ 成果と課題

（１）成果

本研究では，ＧＴを活用することによって生徒

が武道の特性に触れ，基礎・基本の技を正確に早く

習得することに有効であることが示唆された。

また，ＧＴの指導の仕方を教員も見ることによ

って，専門的な内容の理解と指導の仕方が深まっ

た。

そして，ＧＴを活用することによって，運動の不

得意な生徒も武道の学習に興味・関心を持ち，技能

を習得したり，特性に触れさせたりすることがで

きた。

さらに，運動の得意な生徒もより高い目標を設

定し取り組ませることができた。

（２）課題

本研究における課題としては，ＧＴの発掘・選定

が難しく，依頼に時間がかかり，事前の準備に労力

を要するため，保健体育科の教員がＧＴを活用し

た指導を断念することになる。そのようなことに

ならないようにするために常日頃より地域やスポ

ーツ関係組織・団体（連盟・協会）に関心を持ちＧ

Ｔとして活用できる人材を発掘していかなければ

ならない。その際，教育委員会やスポーツ関係組

織・団体に人材バンクとして登録制度がある場合

があるのでそこに問い合わせることが賢明である

ことを周知することも必要である。

また、ＧＴとの打ち合わせの時間設定や指導計

画の作成と共有をどのように進めるかが課題とな

る。

さらに，指導内容や方法の共有と評価活動をど

こまで依頼するかが課題として挙げられる。
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